
 ご利用の手引き 内容更新情報（R8.1.28 更新分）  
 

 5．窓口手続きオンライン化の一部完了について（12.8 追加）                   

『ご利用の手引き（当冊子）』16ページの「各種手続きのオンライン化スケジュール（予定）につい

て」記載分につき、下記手続きがオンライン化されました。必要に応じてご活用ください。 

※申請には、保護者いずれかの本人確認書類（運転免許証など）の添付が必要ですので、お手元にご用意の上お手続

きください。（ファイル形式は jpeg、jpg、png、gif を添付いただきます。※PDF は添付できません。） 

※新規入所申込・転所申込などは、まだオンライン化されていません（来年度中にオンライン化予定です）。 

 希望施設の変更 ・きょうだい条件の変更 

※ 希望施設の追加・変更・削除、希望順位の変更、兄弟条件（あ～く、イ～ク）の

変更がオンラインで申請可能となります。 

※ きょうだいで異なる施設や希望順位を変更される場合、お２人目以降について、

下記から別途、設定いただく必要があります。 

 

 

 きょうだい２人目以降の希望施設・順位の設定（きょうだいで異なる施設・順位を希望する場合） 

※ きょうだいで異なる施設や希望順位を変更される場合、お２人目以降について、

こちらから別途、設定してください。 

 

 

 

 育児休業等延長期間の終了時期の変更（▲100点の終了時期の変更） 

※ 育児休業可能期間（▲１００点期間）の詳細は、ご利用の手引き（当冊子）14

ページ「育児休業中のため他の児童を優先的に選考して構わない方」欄及び 15

ページ「【お知らせ】ハローワークの育児休業給付金の支給期間延長手続きにつ

いて」を参照ください。 

※ 入所選考にて内定となり、内定辞退をした場合、待機証明書の発行はできません

ので、ご注意ください。 

 

 入所申込・転所申込の取り下げ 

※ 申込中の入所申込・転所申込の取下げに加え、ご希望の場合、選考再開月の設定

も可能です。 

※ 取下げされた選考について、後日、待機証明書を発行する等のために、さかのぼ

って入所申込・転所申込しなおすことできませんので、ご注意ください。 
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 6．川添こども園の新規児童受入の調整について（12.26 追加）       
川添こども園の令和８年度４月入園に関する利用調整（一次選考）における新規受入予定枠数につい

て、園より、多くの保育士が同時期に産休に入ることなどにより、現在採用活動を実施しているものの、

例年どおりの受入枠数を必ず確保できるとは言い切れない状況であることから、選考における受入枠数

の調整依頼を受け、下記のとおりとさせていただくこととなりました。 

なお、今後、採用等により人材が確保された場合、受入枠数は増設される予定です。 

クラス 
R8.4 月時の 

予定児童数（※１） 
備考 

０歳児 ６人 定員より 3 名減 

１歳児 １５人 定員より３名減 

２歳児 ２１人 

変更なし 
３歳児 ２４人 

４歳児 ２４人 

５歳児 ２４人 

※１：在園児の持ち上がりを含み、新規受入予定枠全て内定の場合の人数です。 

 

 

 7．トーマスひむろ認定こども園の新規児童の一部受入再開について    
（1.28 追加） 

トーマスひむろ認定こども園（氷室町３丁目３１－１１）につきましては、園より、職員の人員体制

が十分に整っていないことから新規受け入れを延期して欲しいとの申し出を受け、令和８年度４月入所

選考（１次選考）にて新規児童受入を停止しました。 

この度、園より、一定の人員体制が確保されたことによる新規児童の一部受入再開依頼を受け、新規

児童の一部受入を再開することといたしました。 

令和８年４月入所選考（２次選考）における受入予定数等は、下記のとおりです。 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

新規受入予定数 ３人 １０人 １人 ０人 ０人 ０人 

※上記受入予定数は、在園児の退園・他施設への転園により増える場合があります。 

※１歳児から５歳児は、定員どおりの受け入れとなります（一部弾力受け入れあり）。 

※０歳児は、定員６人のところ受け入れは３人までとなります。（残り３人の受入再開については、今後

の人員体制の確保状況などを踏まえ、総合的に判断してまいります）。 


